
令和６年度 （一社）熊本県バスケットボール協会 Ｕ１４育成センター（ＤＣ）実施計画 
 
１ 趣旨  
    本県におけるバスケットボールの技術水準を高めるために、素質のある選手を早期発掘し、長期的・計画的な指導を

行う。 
     県下より、将来性の高い選手を選抜し、練習会などを通して、体力面・心理面・技術面の向上を図ること、さらには積

極的な言動・リーダーシップ・ポジティブシンキングなどの社会性を身につけるとともに、心身の健全な成長を促進するこ
とを目的とする。 

 

２ 主催 （一社）熊本県バスケットボール協会（Ｕ１５部会） 
 
３ 実施方法 

(1)県内を４地区およびクラブチーム（３ブロック）に分けて各地区でＤＣ事業を実施する。 
①荒尾･玉名･山鹿地区・菊池・阿蘇地区 ②上益城･宇城･天草地区・八代･球磨人吉･芦北水俣地区 
③熊本市北・西 ④熊本市南・東 ⑤～⑦クラブ（男子は２地区、女子は３地区に分ける） 

(2)各地区より推薦された選手を対象に熊本県の DC事業を実施する。 
(3)地区対抗リーグ･熊本県 DC･県選手権大会の中で選考された選手を対象にトライアウトを実施し、九州ブロック U１４ 
交流大会に参加する、男女各２４名を選考する。 

(4)中体連大会以降、U１５の選手を、次年度の国体強化選手として、練習会を実施する。 
 
４ 日程（期日・場所） 

 

 期 日 内 容 会    場 該 当 者 担当者 

８ 月中 各地区ＤＣ 
トライアウト 

 中学校１・２年生男女 熊本県 
育成コーチ 
 
【男子】 
古閑広憲 
 
 
【女子】 
前田兼吾 

 

① ８ 月２４日(土) 地区対抗ﾘｰｸﾞ戦① 
男子 

鹿本町体育館 各地区２０名程度 

② ８ 月２５日(日) 地区対抗ﾘｰｸﾞ戦① 
女子 

鹿本町体育館 各地区２０名程度 

③ ９ 月１５日(日) 第１回県 U14ＤＣ 
男子・女子 

甲佐中学校（男子） 
不知火中学校（女子） 

・各地区ＤＣ推薦選手 
（各地区５名） 
・強化委員会推薦選手 

④ １０月２０日(日) 第２回県 U14ＤＣ 
男子・女子 

甲佐中学校（男子） 
不知火中学校（女子） 

・各地区ＤＣ推薦選手 
（各地区５名） 
・強化委員会推薦選手 

⑤ １１月 ９日(土) 

 

地区対抗ﾘｰｸﾞ戦② 
男子 

鹿本町体育館 各地区２０名程度 

⑥ １１月１０日(日) 地区対抗ﾘｰｸﾞ戦② 
女子 

鹿本町体育館 各地区２０名程度 

⑦ ２ 月 １日(土) 

 

県 U１４トライアウト 未定 強化委員会推薦選手 
（５０名程度） 

⑧ ２ 月 ８日(土) 県 U１４トライアウト 未定 第１次トライアウト合格
者（２４名） 

⑨ ２ 月 ９日（日） 練習会 
 

未定 選抜Ａ・Ｂチーム選手 
（２４名） 

⑩ ２ 月１６日(日) 

 

練習会 未定 

 

選抜Ａ・Ｂチーム選手 

（２４名） 

⑪ ２ 月２３日(日) 

 

練習会 未定 
 

選抜Ａ・Ｂチーム選手 
（２４名） 

⑫ ３ 月 ８日(土) 

 

練習会 未定 選抜Ａ・Ｂチーム選手 
（２４名） 

⑬ ３ 月 ９日（日） 練習会 未定 
 

選抜Ａ・Ｂチーム選手 
（２４名） 

⑭ ３ 月１５日(土) 

 

九州ブロック U１４ 
交流大会 

大津町総合体育館 
 

選抜Ａ・Ｂチーム選手 
（２４名） 

⑮ ３ 月１６日(日) 

 

九州ブロック U１４ 
交流大会 

大津町総合体育館 
 

選抜Ａ・Ｂチーム選手 
（２４名） 



 

５ 参加費 

・参加する生徒は半日 500円、終日 1,000円を参加費として徴収する。 

           

６ 参加対象者 

 ・日本バスケットボール協会に個人登録し、日本協会及び熊本県協会に登録されたチームに所属している 

中学１・２年生男女。 

  

７ 県ＤＣ選考基準 

・この趣旨を理解し、協力できる環境にある選手。 

（選抜チームとして選考された選手は、基本的に選抜チームの練習を優先する。） 

・技術的・体力的に優れ、競技に対する意識の高い選手。 

・身体的・体格的に優れ、将来性が高い選手。 

・全国的視野に立ち、選抜チームの戦術を考慮した選手（ポジションによって差が出ることもある）。 

 

８ ＤＣ・練習会の内容について 

 （１）U14第１・２回県ＤＣ 

   ・５０～６０名程度を対象に実施する。 

   （JBAのナショナルキャンプの内容を参考にしながら、選手の年齢・能力に応じた練習を実施する。） 

    

 （２）U14 ﾄﾗｲｱｳﾄ 

   ・２４名を選考する（九州ブロック U14交流大会に参加するチームを編成する。） 

   ・２４名を２ﾁｰﾑ分けて、チーム作りを行う。（チーム戦術や考え方の共有を図り、大会に参加する。） 

  

（３）九州ブロック U14交流大会 

   ・九州ブロック内における、同年代の選手との交流を深め、互いに刺激し合いながら試合に参加することで、本県のレベルアッ 

プを図る。 

   ・ＤＣ事業で学んだバスケットボールの考え方や、スキルなどを生かし、チームとして大会に参加する。 

 

 

 

 

 

 令和６年度 （一社）熊本県バスケットボール協会 Ｕ１５育成センター（ＤＣ）実施計画(案) 
１ 趣旨  

    本県におけるバスケットボールの技術水準を高めるために、素質のある選手を早期発掘し、長期的・計画的な指導を行う。 

    県下より、将来性の高い選手を選抜し、強化合宿を通して本人の技術・体力の向上を図り、合わせて、本県全体の技術力向

上を図り、国体強化選手として次のカテゴリーに繋げていく。 

 

２ 主催 （一社）熊本県バスケットボール協会（Ｕ１５部会） 

 

３ 実施方法 

  令和５年度に九州交流大会の際に選抜した選手と、令和６年度県中体連までに成長の著しかった選手を選考し、強化練習会

を実施する。 

 

４ 日程 

  7月 28日（日）第 1回練習会を実施する。 その後月２回程度の練習会（基本的に土曜日午後）を実施していく。 

11月 16・17日のＵ１５練成会にチームとして参加する。Ｕ１５練成会後は、１２月１回 ２月２回の練習を行う。 

（1月は受験期間であるため、3月は進学校も決定しているため実施をしない。） 


